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こんにちは、院長の高橋淳一です。	
 朝夕めっきり冷え込む季節となりましたが、皆様はいかがお過ごしで

すか？	
 季節の変わり目は何かと体調を崩しやすいものですが、残る２ヶ月間も元気に乗り切っていきたいで

すね。	
 そのためには、寒さからしっかり身を守る必要があるでしょう。	
 また、冬は特により一層の『節電・

省エネ』が求められています。	
 「節電」といえば暑い夏を想像しがちですが、実は一般的には冬の方が電力

消費が激しいようです。	
 そういったことから、近年流行しているのが『ウォームビズ』でもあります。	
 ウ

ォームビズとは、「寒い時は着る」「過度に暖房機器に頼らない」「過剰な暖房を抑制し、室温２０度で快適に過

ごす」といったものです。	
 ウォームビズは何も難しいことをするわけではありません。	
 実は、私たち一人

ひとりがすぐに取り組める方法がたくさんあるんですよ。	
 例えば、『暖かい服を着る』。	
 保温性に優れた

インナーを着たり、室内でも一枚多く羽織るだけで体感温度がだいぶ変わってきます。	
 膝かけや毛足の長い

座布団を使っても温かいのではないでしょうか。	
 次に『部屋ごと防寒する』。	
 厚手のカーテンや断熱シー

トで窓を覆ったり、お湯の入ったやかんで加湿するなどして室内を暖めましょう。	
 日中はブラインドを開け

て太陽熱を取り入れ、夜間は閉めて保温効果を高めるのもコツのひとつです。	
 

	
 

さて９月１３日から１５日に福岡国際会議場で第４３回日本口腔インプ

ラント学会学術大会が開催されました。	
 当日は、台風１８号が日本列島に

近つき、飛行機が飛ぶかと気をもみましたが無事参加することができました。	
 

写真は、インプラントのメンテナンスについての発表を終えたところで

す。	
 ほっとして力が抜けたところです。	
 それでは皆様、秋も深まりこれか

らどんどん寒くなってきますので、温かくしてお過ごし下さいね。	
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